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2令和８年11月１日発行

一般会計決算

　本定例会では、令和7年度一般会計・企業会計（水道事業・下水道事業）・特別会計（国民健康保険・
後期高齢者医療・介護保険）の決算を決算特別委員会で審査し、認定・可決しました。
　一般会計決算審査前に各会派の代表者が、執行部（主に町長）に対して質疑（総括質疑）を行いました。
総括質疑後の決算審査や令和7年度決算に対する討論などの内容をお知らせします。
　また、決算の他に人事案件2件、補正予算5件、条例改正3件等、全17件を同意・可決しました。
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一般会計決算収支

令和7年度の新たな取り組み　※の質疑は P４を参照

　歳入では、特に法人町民税が見込み額よりも約
６億円の増となりました。企業収益が増え、法人
税割が増加したことが要因です。一方、歳出では
人件費や扶助費（社会保障費）といった義務的経
費が増加しました。歳入・歳出・実質収支は増と
なりましたが、物価高騰に伴う工事請負費の増な
どにより、町の財政は厳しい状況が続いています。
人口減少もある中、限りある財源の使い道を審査
しました。

歳　　入 � 182 億 5027 万1千円
� （＋16億1132 万 2千円）

歳　　出 � 168億1007 万 9千円
� （＋9億 5568万 3千円）

実質収支 � 13億 4318万 5千円
� （＋5億 8154万 3千円）

（）内は、令和6年度一般会計決算収支と比較した際の増
減額です。実質収支は「歳入 –歳出 –翌年度繰越額」です。

避難所（小・中学校体育館）
エアコン設置※

（工事費・監理費）3億8217万円

少人数支援室を拡充
（杉戸南中に新たに設置）

（会計年度任用職員２名分）461万円

空き家対策※
（�相続おしかけ講座・相続財
産清算人制度等）

115万円

アグリパークゆめすぎと
屋根・外壁等改修工事

（工事費・監理費）１億9744万円

1か月児健康診査の費用を助成
（赤ちゃん1人で上限6000円）

45万円

外国語版ごみ分別アプリ導入
（英語・中国語）

165万円

令和7年度 杉戸町一般会計決算
物価高騰や人口減少への打開策をPick up

賛成10 反対２で認定
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一般会計決算

一般会計決算総括質疑

　
実
質
単
年
度
収
支
は
、
４
億
８
千
533
万
４

千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
扶
助
費
や
人
件
費

な
ど
義
務
的
経
費
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。
義
務
的
経

費
の
抑
制
策
の
今
後
の
考
え
方
は
。

　
町
単
独
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
扶
助
費
の

抑
制
や
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
等
の
業
務
効
率
化
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
等
を
検
討
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
末
で
財
政
調
整
基
金
は
12
億

２
千
787
万
８
千
円
、
公
共
施
設
改
修
基
金
は

11
億
４
千
623
万
５
千
円
で
あ
る
。
基
金
残
高
の
評
価

と
目
標
残
高
は
。

　
財
政
調
整
基
金
は
標
準
財
政
規
模
の
10
％

あ
れ
ば
財
政
の
健
全
性
が
確
保
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
の
場
合
、
約
10
億
円
の
残
高
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
残
高
が
約
12
億
３
千
万
円
な
の
で
健
全
な
財

政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
評
価
し
ま
す
。

　
目
標
は
15
億
円
程
度
の
残
高
が
確
保
さ
れ
て
い
る

状
況
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
公
共
施
設
改
修
基
金
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進

む
各
公
共
施
設
に
多
額
の
改
修
費
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
金
額
目
標
は
定
め
ず
、
必
要

に
応
じ
て
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
多
く

の
金
額
を
積
み
立
て
て
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。

決
算
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
取
組
は

　
公
明
党�

平
川
忠
良
議
員

問問 答答

　
予
算
を
事
業
配
分
す
る
中
で
ど
の
よ
う
な

工
夫
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
実
質
単
年
度
収

支
が
黒
字
に
転
じ
た
要
因
は
。

　
重
点
施
策
に
優
先
的
に
配
分
し
つ
つ
、
既

存
事
業
も
、
事
業
の
必
要
性
、
事
業
効
果
等

を
精
査
し
、
優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら
予
算
編
成
を

行
い
執
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
措
置
の

あ
る
有
利
な
地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
、
一
般
財
源

の
負
担
を
抑
え
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
事
業
執
行
の
財
源
確
保
に
伴
い
、
町
債
と

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
予
算
配
分
し
て
い
る
の
か
。

　
後
年
度
の
公
債
費
負
担
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
や
今
後
の
財
政
需
要
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
町
債
と
財
政
調
整
基
金
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
財
源
の
有
効
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
各
種
計
画
に
対
す
る
事
業
執
行
の
成
果
及

び
評
価
は
。

　

各
分
野
に
お
い
て
掲
げ
た
主
要
事
業
は
、

着
実
に
推
進
し
て
お
り
一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
物
価
高
騰
や
公

共
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
う
財
政
負
担
が
増
大
す
る

中
で
も
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
堅
持
し
、
安
定

し
た
町
政
運
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
ま
し
た
。

事
業
執
行
予
算
の

配
分
と
事
業
評
価
は

　
政
（
ま
つ
り
）�

野
口
俊
彦
議
員

問問問 答答答

　
実
質
収
支
は
13
億
円
強
の
大
幅
黒
字
だ
っ

た
。
歳
入
の
傾
向
を
的
確
に
把
握
し
、
町
民

生
活
改
善
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
町
独

自
策
の
実
施
は
。

　

１
月
補
正
で
町
民
向
け
く
ら
し
応
援
商

品
券
や
水
道
基
本
料
金
免
除
（
４
ヶ
月
分
）、

子
育
て
世
帯
へ
の
杉
戸
産
米
の
配
布
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。
町
単
独
事
業
と
し
て
、
年
間
を
通
し
て
小

中
学
校
給
食
の
賄
材
料
費
の
物
価
高
騰
分
を
追
加
し

ま
し
た
。

　
委
託
料
は
約
27
億
８
千
万
円
、
前
年
度
比

１
億
４
千
万
円
増
と
多
額
で
あ
る
。
ま
た
、

不
用
額
は
約
４
億
９
千
万
円
と
多
額
に
上
っ
て
い
る
。

こ
の
分
析
と
縮
減
策
は
。

　
委
託
料
増
加
の
主
な
要
因
は
、
物
価
や
人

件
費
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
す
。
委
託
は
必

要
性
が
高
い
業
務
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
増

大
は
財
政
の
硬
直
化
に
つ
な
が
る
た
め
、
節
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
不
用
額
は
前
年
度
比
約
２
千
600
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
人
件
費
、
事
業
費
の
執

行
見
込
み
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
供

給
量
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

不
用
額
の
抑
制
策
は
予
算
の
的
確
な
見
積
も
り
、
予

算
執
行
及
び
差
金
の
早
期
減
額
補
正
を
徹
底
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

多
額
の
委
託
料
の

分
析
と
縮
減
策
は

　
日
本
共
産
党�

北
出
惠
造
議
員

問問 答答
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一般会計決算

町のお金はどう使われた？Pick up

国の定期接種化
帯状疱疹予防接種 673万円

身近な問題に
空き家対策事業 115万円

避難所（体育館）にもエアコンを
避難所エアコン設置事業 

3億8217万円

杉戸の魅力をイラストにした缶バッジ
カプセルトイ 歳入 10万円

　令和７年度一般会計決算は特別委
員会で３日間にわたって審査されま
した。質問された項目数は155。そ
の中でも新規事業、身近なことに関
する質疑を紹介します。

接種率などは。

対象者3105人のうち、
781人（25.2％）です。

　種類別では生ワクチン（1
回接種）が296人、組換え
ワクチン（２回接種）が
485人でした。

問

答

私は対象年齢※ではないので受けら
れませんでした。みんなが受けら
れるようになればいいと思います。

涼しくてとてもありがたいです。
お金を払ってでも使わせてほし
いです。

運用法は。

避難所開設時の環境で判断し、平常時は教育
委員会が管理します。

※�現在サークル活動等でも試験的に無料で利用が許可され
ています。

設置費用は。

工事費は次の
通りです。

問

問

答

答

令和７年度の空き
家の件数は。
419件です。

対策は。

①人員の強化� �
②データベース化
③ワンストップ窓口の設置
④事業の見直しによる効率化を行いました。

問

問

答

答

効果は。

楽しみながら町の魅力
を知っていただいてい

ます。
　現在、ココティすぎと、カ
ルスタすぎとで、１回100円
で販売しています。

問

答

（Mさん）
※杉戸南中は設置済み

（Yさん）

杉戸中 9323 万円
杉戸小 4583 万円
泉小 4451 万円

第ニ小 5174 万円
第三小 4470 万円

高野台小 4508 万円
西小 4334 万円

※対象年齢は65歳以上の５歳きざみ
（令和11年度まで）
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一般会計決算

質疑のあと討論が行われました

決
算
を
議
員
は

ど
う
考
え
た
の
か

　将来負担を見据えた基金
確保と安定財源の確立を進
め、委託への過度な依存を
避けるとともに、事業を選
別・集中し、将来の税収や
町の活力、安全・安心につ
ながる分野へ重点的に投資
することを求めます。

賛 成

　令和７年度決算は、防災・
教育・子育て・道路・環境
など、町民の安心と未来に
つながる取組が進められま
した。
　一方、人口減少や公共施
設老朽化など課題もありま

す。税金の使い道を厳しく検証し、町民目
線の行政運営を求め、今後のさらなる改善
と未来への投資に期待し、賛成します。

賛 成

　「何をなし、何をなさない
か」という行政のあり方を、
立ち止まり見直す重要な時
期と考えます。
　財政に余裕がない原因を
分析し、それに対する対策
や改善、そして、歳出の見

直しを徹底し、税率を上げることに頼らず、
地域経済の活性化や自主財源の確保による
歳入基盤の強化が必要です。

賛 成
　黒字化や体育館エアコン
等財政・防災両面の成果を
高く評価します。
　一方、義務的経費や施設
改修等、将来負担の課題も
残ります。今後は選択と集
中により、効果的な財源配

分を図り、持続可能な町政運営を確立する
とともに、住民へ寄り添う財政運営を希望
し、賛成の討論とします。

賛 成

　適正かつ堅実に予算執行
されたと高く評価し、本決
算に賛成します。
　一方、「下野久喜線」など
住民の強い要望には応えら
れていません。決断の先送
りや現状維持では少子高齢

化による社会構造の変化に対応は困難です。
令和９年度予算への計上を強く要望します。

賛 成

　町民の強い要求である学
校給食費の完全無償化や巡
回バスの土日便など地域公
共交通充実の遅れは目に余
ります。委託料が大きな比
重を占め、町民生活改善の
ネックとなっています。

　来年度の予算編成に当たっては「公共を
取り戻す」ことを求めて、反対の討論とし
ます。

反 対

日本共産党
北出惠造 議員宮田雄一 議員

政（まつり）
冨澤義之 議員 太田康之 議員

久松祐樹 議員
公明党

伊藤美佐子 議員

1年間で道路補修した箇所は。

300箇所です。工事として87件を業者に依頼
し、200件を職員で対応しました。13件が未

対応となっています。

問

答

職員自ら道路の補修
道路維持事業 6000万円

▲　道路にあいた穴
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企業会計決算

「暮らしを支えるお金」
その決算

Pick up 33
　
「
上
⽔
道
事
業
経
営
審
議
会
の
経
営
戦
略
は

今
後
約
35
％
増
の
料
⾦
改
定
を
⾒
込
ん
で
い

る
。
経
営
戦
略
改
定
等
⽀
援
業
務
委
託
料
は
値

上
げ
あ
り
き
の
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
下
⽔
道
事
業
審
議
会
の
経
営
戦
略
は
令
和

10
年
度
か
ら
約
11
％
の
値
上
げ
改
定
を
⾒
込
ん

で
い
る
。
経
営
戦
略
改
定
等
⽀
援
業
務
委
託
料

は
値
上
げ
あ
り
き
の
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得

な
い
﹂
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

◦水 道 事 業 7223万９千円の純損失
◦下水道事業 １億366万２千円の純利益

水　
道　
事　
業

下 

水 

道 

事 

業

主
な
質
疑

主
な
質
疑

賛
成
10 

反
対
２
で
認
定
・
可
決

賛
成
10 

反
対
２
で
認
定
・
可
決

　

現
在
の
財
政
状
況
で
、
⽔
道
管
の
更
新

計
画
に
必
要
な
⼯
事
費
を
今
後
確
保
で
き

る
か
。

　
令
和
10
年
度
の
下
⽔
道
使
⽤
料
11
％
改

定
は
、
値
上
げ
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な

い
の
か
。

　
現
在
の
料
⾦
体
系
で
は
、
更
新
計
画
に
沿

っ
た
事
業
費
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
。
国
庫
補
助
や
企
業
債
の
活
⽤
、

事
業
の
重
点
化
・コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

⽔
道
料
⾦
を
含
め
た
経
営
基
盤
の
強
化
を
検
討
し

ま
す
。

　

将
来
の
経
費
と

使
⽤
料
収
⼊
を
試

算
し
た
結
果
、
収
⽀
ギ
ャ

ッ
プ
が
⽣
じ
た
た
め
、
11

％
の
改
定
が
必
要
と
判
断

し
た
も
の
で
す
。
料
⾦
改

定
を
前
提
と
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

令和７年度
収益的収支
決算額

（収入ー支出）

問

問

答

答

老
朽
化
し
た
⽔
道
管
の
更
新
と

財
源
確
保
に
つ
い
て

下
水
道
使
⽤
料
の
11
％
改
定
に

つ
い
て
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特別会計決算

　
「
物
価
⾼
騰
で
住
⺠
は
困
窮
し
て
い

る
。
基
⾦
か
ら
の
繰
り
⼊
れ
で
保
険

料
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
訪
問
介
護

基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
、
国
庫
負
担

の
増
額
を
国
に
対
し
強
く
求
め
る
よ

う
に
﹂
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

◦国民健康保険 9756万３千円

◦介護保険事業 6562万３千円
◦後期高齢者医療 255万３千円

介　
護　
保　
険

賛
成
10 

反
対
２
で
認
定

　

体
操
教
室
や
認
知
症
予
防
教

室
な
ど
の
参
加
者
が
増
え
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
⼼
⾝
機
能
の
維
持
・
向
上
、
閉

じ
こ
も
り
や
孤
⽴
の
防
⽌
、
介

護
予
防
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
な
要
介
護
状
態
の
予
防
や
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
給
付
費
の
適

正
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和７年度
差引額

（歳入ー歳出）

問答

　
「
均
等
割
も
所
得
割
も
２
０
２
３
年

度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
⾼
齢
者
の

生
活
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
⾼

齢
者
を
別
枠
で
囲
い
込
む
医
療
制
度

は
廃
⽌
し
て
元
の
老
人
保
健
制
度
に

戻
す
べ
き
﹂
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。 後

期
高
齢
者
医
療

賛
成
10 

反
対
２
で
認
定

　
２
０
２
３
年
度
と
２
０
２
５
年

度
で
、
後
期
⾼
齢
者
1
⼈
当
た
り

の
年
間
保
険
料
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。

　

7
万
910
円
か
ら
8
万
１
１
６
２

円
と
な
り
、
1
万
252
円
増
加
し
ま

し
た
。
均
等
割
額
は
4
万
４
１
７
０
円
か

ら
4
万
５
９
３
０
円
、
所
得
割
率
は
8.38
％

か
ら
9.03
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

問答
主
な
質
疑

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
「
依
然
と
し
て
加
⼊
者
の
負
担
能
⼒

を
超
え
る
⾼
額
な
国
保
税
が
課
さ
れ

て
い
る
。
収
⼊
の
な
い
⼦
ど
も
に
対
す

る
均
等
割
は
課
す
べ
き
で
は
な
い
。
⾼

過
ぎ
る
国
保
税
は
引
き
下
げ
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
」
と
の
反
対
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

国 

民 

健 

康 

保 

険

賛
成
10 

反
対
２
で
認
定

　
２
０
２
４
年
度
と
２
０
２
５
年

度
で
、
1
⼈
当
た
り
の
課
税
所
得

と
国
⺠
健
康
保
険
税
、
負
担
率
は
ど
う

変
化
し
た
の
か
。

　

1
⼈
当
た
り
の
課
税
所
得
は

68
万
９
３
９
５
円
か
ら
73
万
３
７

７
３
円
に
、
国
⺠
健
康
保
険
税
は

9
万
８
６
１
４
円
か
ら
10
万
６
８
４
１
円

に
増
加
し
ま
し
た
。
負
担
率
も
14.3
％
か

ら
14.6
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。

問答
主
な
質
疑

国
民
健
康
保
険
税
の

負
担
状
況
に
つ
い
て

主
な
質
疑

介
護
予
防
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
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補正
予算

杉戸第三小学校南放課後児童クラブ
更新工事決まる

学校給食賄材料費免除事業を実施 地方交付税７億 2333万円減額

更新工事費： 156 万 4千円　　備品購入費： 14 万 8千円

補正予算計上の理由は。問
�唯一、待機児童がいる放課後児童クラブであり、申請者数も
増加傾向にあることから、かつて使用していた建物の整備を
行い、待機児童解消のため予算計上しました。

答

学校給食センター運営事業の賄材料費につい
て明らかに。問

�令和８年 10 月から６か月間、１食 20 円の
賄材料費の追加をします。さらに令和８年11
月から２か月間、中学校第１子分の給食費の
免除をします。

答

普通交付税減額の理由は。問
�令和７年度の町税収入が大幅増加となったた
め、財源不足額が少なくなり、当初予算の見
込みを大幅に下回る交付額となりました。

答

更新工事の内容は。問

�床の上に断熱材を敷き、空調機２台を設置し、LED照明器具
を取りつけます。答

Pick up

Pick up 条例 町税条例の一部を改正
地方税法改正に伴い11の条文が改正されます。

　防衛特別所得税創設に対し「軍拡増税ＮＯ！」の立場から反対。寄付金税額控除における特例控除の特例に
ついては「富裕層優遇税制」であり容認できない等の反対討論がありました。
復興特別所得税の課税期間を 10年間延長する理由は。問
防衛特別所得税１％の創設により。復興特別所得税を 2.1％から 1.1％に引き下げ、10年間延長
する税制改正がされたためです。答

Pick up 工事請負 高野台小学校体育館大規模改造工事
工事費： １億 7197万 8400円　　契約会社： （株）三嘉ホーム

内訳は。問

屋根外壁改修に 2500 万円、床張替え・内装に 2800
万円、足場 1000万円、LED等電気設備に 1300万円、
空調設備・給排水設備等に 1600万円等です。

答

避難所としての機能が向上する点は。問

出入口のスロープを拡幅してバリアフリー対応にし、
照明を LED化します。答

▲　工事がはじまる体育館

▲　整備される建物

補正予算・条例・工事請負



９月定例会
傍聴者数

○…賛成　×…反対　※�議長は表決に参加しないため、「-」となっております。
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人事・議案賛否

９月定例会　審議議案と各議員の賛否
政

（まつり）

共
産
党

日　
本

公
明
党

無
会
派

野
口　
俊
彦

濵
田　
章
一

冨
澤　
義
之

市
毛　
大
助

北
出　
惠
造

江
口　
栄
子

平
川　
忠
良

伊
藤
美
佐
子

大
橋　
芳
久

宮
田　
雄
一

上
田　
　
聡

久
松　
祐
樹

太
田　
康
之

町
長
提
出
議
案

第38号 杉戸町公平委員会委員の選任について　　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第39号 杉戸町教育委員会委員の任命について　　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第40号 専決処分の承認を求めることについて
（令和 8年度杉戸町一般会計補正予算〔第 4号〕） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第41号 工事請負契約の締結について
（杉戸町立高野台小学校体育館大規模改造工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第42号

杉戸町認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条
例

地方自治法施行規則の改正に伴い 、条例の一部
を改正するもの。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第43号

杉戸町こども医療費支給に関する条例の一部を改正
する条例

社会保険診療報酬支払基金法の改正等に伴い、
条例の一部を改正するもの。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第44号 令和 7年度杉戸町一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第45号 令和 7年度杉戸町水道事業会計決算の認定及び剰
余金の処分について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第46号 令和 7年度杉戸町下水道事業会計決算の認定及び
剰余金の処分について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第47号 令和 7年度杉戸町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第48号 令和 7年度杉戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第49号 令和 7年度杉戸町介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第50号 令和8年度杉戸町一般会計補正予算（第5号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第51号 令和 8年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算
（第 1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第52号 令和 8年度杉戸町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第53号 令和 8年度杉戸町介護保険特別会計補正予算
（第 2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

第54号

杉戸町税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、
個人の町民税等の規定を改めるとともに、所要の改
正をするもの。

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇

会 派 名

議員氏名
議案名

人　　事
杉
戸
町
公
平
委
員
会
委
員

�

（
再
任
）

元も
と 

木き　
崇た

か 

司し 

氏

杉
戸
町
教
育
委
員
会
委
員

�

（
再
任
）

木き 

村む
ら　
直な

お 

昭あ
き 

氏

12月定例会は、
11月24日（火）
開会予定です。

（本会議）

８
月

27日 3人
31日 0人

９
月

2日 11人
3日 16人
4日 8人
9日 0人

29日 0人

９
月14日 � 0人

（総務建設常任委員会）

９
月

16日 � 0人
17日 � 0人
24日 � 0人
25日 � 0人

（決算特別委員会）
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※太字の項目に関わる記事を掲載しています。

野
の

口
ぐち

俊
とし

彦
ひこ

議員� ������ P11

１. ��窪田町長２期目の具体的な公約と推進体
制は

宮
みや

田
た

雄
ゆう

一
いち

議員� ������ P12

１. ��人口減少時代に対応した町政運営は

2. ��旧東中学校跡地の利活用は

冨
とみ

澤
ざわ

義
よし

之
ゆき

議員� ������ P14

１. ��西地区のまちづくりと今後の町政運営は

２．町長選挙の課題は

北
きた

出
で

惠
けい

造
ぞう

議員� ������ P13

１. ��水道料金の大幅値上げに反対

２．窪田町長２期目、町政に対する抱負を問う

市
いち

毛
げ

大
だい

助
すけ

議員� ������ P15

１. ��杉戸町居住の外国人との地域交流は

太
おお

田
た

康
やす

之
ゆき

議員� ������ P14

１. ��高齢者が活躍する農業の仕組みを� �
〜ユニバーサル農園・ゆるやか農業で課
題の同時解決〜

江
え

口
ぐち

栄
えい

子
こ

議員� ������ P13

１. ��国民健康保険税の負担軽減を
2. ��学校の授業でも使える室内町民プール
を

大
おお

橋
はし

芳
よし

久
ひさ

議員� ������ P16

１. 高齢者等へのタクシーの補助を
2. ��窓口業務の時間短縮を
3．町長公約の具体性は

久
ひさ

松
まつ

祐
ゆう

樹
き

議員� ������ P15

１．町長の今任期における実行計画は
2. ��ＡＩ時代における教育の在り方は
3．町内全域の道路状況の把握は

平
ひら

川
かわ

忠
ただ

良
よし

議員� ������ P11

１. ��トイレ整備やトイレ対策の推進は
２. ��東武動物公園駅東口通り線を含む周辺

の賑わい創出の成果は
３. �新庁舎整備の検討は

伊
い

藤
とう

美
み

佐
さ

子
こ

議員� ����� P12
１. ��流産・死産を経験された方等への心理社
会的支援は

2. ��実効性の高い社会保障教育を推進する
ため、「社会保障ゲーム」等の体験型教材
の導入を

３．介護福祉特化のスケッターの活用調査は

杉戸町議会 月定例会９
一 般 質 問 町政町政をを問問うう 映 像

配信中

ここが聞きたい
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問　
町
長
は
、「
こ
の
町
を

動
か
す
責
任
が
あ
る
」
と
力

強
い
テ
ー
マ
の
も
と
、
２
期

目
の
公
約
と
し
て
４
つ
の
政

策
を
掲
げ
た
が
内
容
は
。

答　
町
長　
テ
ー
マ
は
町
の

未
来
を
切
り
開
く
た
め
に
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
行
動
し
、

変
化
を
生
み
出
し
て
い
く
と

い
う
力
強
い
決
意
を
示
し
た

も
の
で
、「
安
心
感
」「
快
適

さ
」「
活
力
」「
満
足
度
」
の

４
つ
の
ア
ッ
プ
を
政
策
と
し

て
掲
げ
ま
し
た
。

問　
公
約
事
業
に
つ
い
て
は
、

１
期
目
と
同
様
に
「
公
約
事

業
の
工
程
一
覧
」
を
作
成
し
、

町
民
に
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

答　
町
長　
進
捗
管
理
の
方

法
や
公
表
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

効
果
的
に
情
報
を
お
届
け
で

今
任
期
中
は
休
止
す
る
と
し

て
い
た
。
窪
田
町
政
２
期
目

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
新
庁

舎
整
備
の
考
え
は
。

答　
町
長　
私
自
身
整
備
を

進
め
た
い
と
い
う
思
い
は
あ

り
ま
す
。
今
後
の
財
政
状
況

や
社
会
情
勢
等
を
見
極
め
な

が
ら
、
適
切
な
時
期
に
改
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

で
す
。

問　
工
程
管
理
の
強
化
、
庁

内
横
断
の
体
制
づ
く
り
と
は
。

答　
町
長　
町
の
最
高
責
任

者
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
組
織
全
体
で
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
意

思
決
定
の
迅
速
化
に
向
け
た

停
滞
を
生
ま
な
い
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
ト
イ
レ
は
、
我
々
が
健

康
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
生
活
基
盤
で
あ
る
。
災
害

時
の
ト
イ
レ
対
策
の
現
状
は
。

答　
危
機
管
理
課
長　
避
難

所
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
は
指
定
避
難
所
で
あ

る
小
学
校
６
校
に
、
今
年
度

は
指
定
緊
急
避
難
所
で
あ
る

中
学
校
２
校
に
、
体
育
館
の

面
積
に
応
じ
た
避
難
者
数
を

想
定
し
、
20
人
に
１
台
を
基

本
と
し
て
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト

イ
レ
を
整
備
、
ま
た
停
電
時

に
も
使
用
で
き
る
蓄
電
池
や

発
電
機
も
整
備
し
ま
し
た
。

問　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
や

ト
イ
レ
カ
ー
導
入
の
考
え
は
。

答　
同
課
長　
災
害
時
の
ト

イ
レ
対
策
と
し
て
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
必
要
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ト
イ
レ
対
策
と
し
て
の

災
害
協
定
は
。

答　
同
課
長　
㈱
ア
ク
テ
ィ

オ
と
仮
設
ト
イ
レ
等
、
レ
ン

タ
ル
機
材
の
提
供
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
の
検
討
は

問　
窪
田
町
長
は
昨
年
、
新

庁
舎
整
備
の
今
後
に
つ
い

て
町
の
財
政
状
況
等
を
鑑
み
、

き
る
手
法
を
現
在
検
討
し
て

い
ま
す
。

問　
町
長
は
２
期
目
で
は
、

「
停
滞
を
生
ま
な
い
体
制
づ

く
り
」
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
の
実
績
で
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
や
反
省
点
を
踏
ま

え
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
手

法
へ
と
改
善
し
て
い
く
考
え

▲　町の未来を着実に前へ！

▲　杉戸町にもトイレカーなど導入を

平
ひら

川
かわ

忠
ただ

良
よし

議員

野
の

口
ぐち

俊
とし

彦
ひこ

議員

２
期
目
の
公
約
と
推
進
体
制
は

停
滞
を
生
ま
な
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
一般質問
二次元コード

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
は

備
蓄
対
応
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
一般質問
二次元コード
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▲　出遅れた景色。いつまで、、、

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　
学
校
で
の
実
施
は
、
無

料
実
施
枠
で
対
応
と
承
知
し

て
い
る
が
、
進
め
る
考
え
は
。

答　
同
課
長　
校
長
会
等
を

通
じ
、
体
験
型
教
材
の
存
在

や
活
用
事
例
の
情
報
提
供
に

努
め
、
教
育
課
程
の
中
に
組

み
込
む
な
ど
各
学
校
で
前
向

き
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
丁
寧

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問　
流
産
・
死
産
経
験
者
へ

の
支
援
体
制
の
整
備
は
。

答　
健
康
支
援
課
長　
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
の
視
点
を
重
視
し
、

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
な

が
ら
町
の
支
援
体
制
づ
く
り

に
向
け
検
討
し
ま
す
。

問　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
調
査

結
果
で
は
、
身
体
面
や
精

神
面
等
で
１
年
以
上
支
援
を

求
め
る
結
果
が
出
て
い
る
が
、

町
の
認
識
は
。

答　
同
課
長　
寄
り
添
っ
た

配
慮
の
必
要
性
を
再
認
識
し

本
質
問
を
契
機
に
、
職
員
一

同
日
々
の
業
務
に
臨
み
ま
す
。

問　
職
員
研
修
を
計
画
的
に

導
入
す
べ
き
で
は
。

答　
町
長　
積
極
的
に
研
修

に
参
加
し
て
知
見
を
深
め
、

そ
の
成
果
を
他
の
職
員
へ
共

有
・
波
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

実
効
性
の
高
い

社
会
保
障
教
育
の
推
進
を

問　
社
会
保
障
ゲ
ー
ム
等
体

験
型
教
材
の
導
入
の
考
え
は
。

答　
学
校
教
育
課
長　
疑
似

体
験
型
の
ゲ
ー
ム
教
材
は
、

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
有
効

的
な
ツ
ー
ル
で
す
。
生
徒
が

主
体
的
に
社
会
保
障
を
理
解

し
、
困
っ
た
と
き
に
助
け
を

求
め
る
ス
キ
ル
を
育
む
効
果

産
後
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
事
業
の
取
り
組
み

研
修
で
得
た
知
識
を
町
職
員
へ
共
有
一般質問
二次元コード

▲　心のこもった支援体制づくりを

伊
い

藤
とう

美
み

佐
さ

子
こ

議員

　
旧
東
中
学
校
跡
地
は
活
用

検
討
を
再
開
し
、
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
調
査
を
早
期
に
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
町
長
は
初
め
て
人

口
減
少
を
前
提
と
し
た
行
政

運
営
へ
の
転
換
を
図
り
、
既

存
事
業
の
見
直
し
や
補
助
制

度
を
生
か
し
た
政
策
形
成
を

進
め
る
こ
と
を
明
言
し
た
。

問　
借
地
返
還
と
活
用
検
討

は
並
行
で
き
た
は
ず
。
な
ぜ

検
討
を
進
め
な
か
っ
た
の
か
。

答　
町
長　
検
討
が
十
分
進

ま
な
か
っ
た
こ
と
は
申
し
訳

な
く
思
い
ま
す
。
検
討
を
加

速
し
、
一
日
も
早
く
方
針
を

決
定
し
ま
す
。

問　
町
有
財
産
活
用
検
討
委

員
会
を
早
急
に
開
催
し
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
も
で
き

る
だ
け
早
く
進
め
る
べ
き
で

は
。

答　
管
財
契
約
課
長　
今
年

度
中
に
委
員
会
を
開
催
し
、

調
査
も
で
き
る
だ
け
早
く
実

施
し
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
の
町
政
運
営

問　
人
口
減
少
を
抑
え
る
取

組
だ
け
で
な
く
、
減
少
を
前

提
と
し
た
町
政
へ
転
換
す
る

べ
き
で
は
。

答　
町
長　
人
口
減
少
を
正

面
か
ら
受
け
止
め
、
持
続
可

能
な
行
政
運
営
へ
の
転
換
を

進
め
ま
す
。

問　
国
・
県
の
補
助
制
度
を

先
取
り
し
、
逆
算
し
て
事
業

を
組
み
立
て
て
は
。

答　
町
長　
財
源
確
保
と
新

規
事
業
を
進
め
る
上
で
有
効

な
手
法
と
考
え
ま
す
。

旧
東
中
跡
地
の
活
用
を
急
ぐ
べ
き

具
体
的
な
活
用
検
討
を
再
開
し
ま
す

一般質問
二次元コード

宮
みや

田
た

雄
ゆう

一
いち

議員
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答　
町
長　
水
道
法
第
１
条

の
目
的
で
は
、
議
員
ご
指
摘

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
第
２

条
の
２
で
は
、
国
に
対
し
て

も
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
技

術
的
、
財
政
的
援
助
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
経

営
努
力
を
徹
底
し
、
国
に
対

し
て
財
政
支
援
の
拡
充
を
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。

問　
８
月
７
日
、
上
水
道
事

業
経
営
審
議
会
は
答
申
を

決
定
し
、
料
金
の
改
定
時
期

は
令
和
９
年
４
月
１
日
と
し

た
。
平
均
改
定
率
は
約
35
％
、

口
径
20
㎜
で
２
カ
月
の
使
用

量
40
㎥
の
場
合
、
料
金
は
５

千
200
円
か
ら
７
千
500
円
へ
と
、

２
千
300
円
44.2
％
の
値
上
げ
と

な
る
。
収
支
見
通
し
の
赤
字

の
主
な
中
身
は
。
ま
た
、
料

金
改
定
案
は
一
般
家
庭
に
し

わ
寄
せ
を
し
て
い
な
い
か
。

答　
上
下
水
道
課
長　
支
出

面
で
は
施
設
や
管
路
の
老
朽

化
、
更
新
・
耐
震
化
な
ど
の

事
業
費
の
増
加
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
等
の
高
騰
や
県
水
受

水
費
の
単
価
引
き
上
げ
、
収

入
面
で
も
給
水
収
益
減
少
が

あ
り
、
内
部
努
力
だ
け
で
対

応
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
す
。
今
回
の
改
定
は
現
行

の
料
金
体
系
を
全
面
的
に
見

直
す
も
の
で
す
。
①
基
本
料

金
割
合
の
引
上
げ
、
②
基
本

水
量
制
の
廃
止
、
③
逓て

い

増ぞ
う

度ど

の
緩
和
で
、
使
用
水
量
に
応

じ
た
負
担
の
公
平
性
を
確
保

し
ま
す
。

問　
清
浄
、
豊
富
、
低
廉
な

水
の
供
給
は
公
衆
衛
生
向
上

と
い
う
国
や
自
治
体
な
ど
の

責
務
で
は
な
い
か
。

水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ
に
反
対

負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　町の上下水道全体を管理する第一配水場

北
きた

出
で

惠
けい

造
ぞう

議員

答　
町
長　
今
現
在
、
全
国

的
な
基
準
に
上
乗
せ
の
減
免

を
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

室
内
町
民
プ
ー
ル
を

問　
学
校
の
授
業
で
も
使
え

る
室
内
町
民
プ
ー
ル
を
作
っ

て
は
。

答　
町
長　
現
時
点
で
は
難

し
い
で
す
が
、
い
い
提
案
だ

と
思
い
ま
す
。

問　
高
す
ぎ
る
国
保
税
に
町

独
自
の
負
担
軽
減
措
置
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
来
年

か
ら
国
の
制
度
と
し
て
18
歳

ま
で
の
均
等
割
を
半
減
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
町
が

残
り
の
半
額
を
条
例
で
減
免

し
子
ど
も
の
均
等
割
を
全
額

免
除
に
し
て
は
ど
う
か
。

答　
町
民
課
長　
減
免
は
、

個
々
の
納
税
者
の
担
税
力
い

か
ん
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き

も
の
で
、
画
一
的
な
減
免
基

準
を
設
け
る
の
は
適
当
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。	

問　
仮
に
町
独
自
に
子
ど
も

均
等
割
の
軽
減
拡
充
を
し
た

場
合
、
対
象
と
な
る
人
数
は

何
人
で
、
軽
減
拡
充
の
財
源

は
全
体
で
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
か
。

答　
同
課
長　
被
保
険
者
は

541
人
で
す
。
５
万
５
千
円
の

２
分
の
１
の
２
万
７
千
500
円

に
対
象
者
541
人
を
乗
じ
た
合

計
で
、
１
千
487
万
７
千
500
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

問　
約
１
千
500
万
円
あ
れ
ば

減
免
が
で
き
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
子
ど
も
の
均
等
割
を

全
額
免
除
に
し
て
子
育
て
世

帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を

上
乗
せ
の
減
免
を
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
一般質問
二次元コード

江
え

口
ぐち

栄
えい

子
こ

議員

▲　医療費負担が大変
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▲　出典：岐阜県ウェブサイト（高齢者の活躍）
各
か か み が は ら し

務原市「農福連携事業」（地域交流／健康）はたけサロン

や
財
政
状
況
を
慎
重
に
見
極

め
つ
つ
、
中
学
校
の
第
一
子

無
償
化
拡
大
は
、
制
度
内
容

を
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

問　
国
や
県
が
対
応
し
な
い

と
町
長
は
動
か
な
い
の
か
。

答　
町
長　
町
の
財
政
状
況

も
勘
案
し
な
が
ら
私
の
公
約

で
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　
当
町
の
避
難
所
の
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
は
。

答　
町
長　
町
管
理
の
避
難

所
は
旧
東
中
学
校
体
育
館
を

除
く
全
て
の
施
設
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
当
町
の
そ
の
他
の
避
難

場
所
の
状
況
は
。

答　
町
長　
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
施
設
は
必

要
に
応
じ
て
、
暑
さ
・
寒
さ

対
策
、
健
康
に
配
慮
し
た
対

応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
久
喜
市
長
が
久
喜
市
財

政
緊
急
対
策
・
再
建
宣
言
を

発
出
し
た
。
今
後
、
下
野
久

喜
線
整
備
事
業
に
ど
う
関
係

し
て
く
る
の
か
。

答　
町
長　
都
市
計
画
道
路

整
備
に
よ
る
広
域
的
な
メ

リ
ッ
ト
や
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
、
課
題
等
に

つ
い
て
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

事
業
実
現
に
向
け
た
協
議
を

私
自
ら
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問　
今
後
の
動
き
は
。

答　
町
長　
地
権
者
説
明
や

補
助
制
度
の
活
用
検
討
な
ど
、

進
め
ら
れ
る
部
分
を
着
実
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問　
給
食
費
無
償
化
実
施
は

い
つ
頃
目
指
し
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　
国
や
県
の
動
向

久
喜
市
長
か
ら
道
路
整
備
の
動
向
返
答
は

「
休
止
」の
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
一般質問
二次元コード

▲　久喜市財政緊急対策・再建宣言

　
高
齢
者
と
農
業
の

組
合
せ
に
は
、
新
し
い
大
き

な
可
能
性
が
あ
る
。
命
の
源

を
つ
く
る
、
子
孫
へ
農
地
を

残
す
な
ど
、
や
り
が
い
と
意

義
も
あ
る
。
同
時
に
健
康
と

介
護
予
防
に
な
る
効
果
を
期

待
し
て
、
月
に
１
回
、
数
名

か
ら
な
ど
少
予
算
で
小
さ
く

始
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

問　

高
齢
化
が
進
み
医
療

費
・
民
生
費
等
が
膨
ら
み
続

け
て
い
る
一
方
、
農
業
で
は

担
い
手
の
減
少
に
よ
る
農
業

崩
壊
の
危
機
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
世
代
や
障
が
い
の

有
無
を
問
わ
ず
、
高
齢
者
が

無
理
な
く
農
業
に
親
し
み
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
農
園
」
の
整
備
に

つ
い
て
町
の
見
解
は
。

答　
産
業
振
興
課
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長　

農
業

体
験
を
通
じ
て
多
様
な
社
会

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
場

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

開
設
の
相
談
が
あ
れ
ば
可
能

な
限
り
支
援
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す

ぎ
と
内
の
農
園
を
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

答　
同
課
長　
調
整
が
必
要

で
す
が
、
600
㎡
の
貸
農
園
の

一
部
を
活
用
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

問　
仮
に
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
た
場
合
、
健
康
状
態
や

介
護
等
効
果
を
調
査
検
証
し
、

事
業
評
価
を
行
う
か
。

答　
高
齢
介
護
課
長　
介
護

予
防
事
業
で
採
用
さ
れ
て
い

る
手
法
に
て
行
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

「
高
齢
者
×
農
業
」の
取
り
組
み
は

多
様
な
問
題
解
決
の
場
に
な
る
と
認
識
し
ま
す
一般質問
二次元コード

冨
とみ

澤
ざわ

義
よし

之
ゆき

議員

太
おお

田
た

康
やす

之
ゆき

議員
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が
高
度
化
し
よ
う
と
も
、
教

育
の
根
幹
は
人
と
人
と
の
関

わ
り
、
そ
れ
と
人
間
性
の
涵か

ん

養よ
う

で
す
。
Ａ
Ｉ
を
道
具
と
し

て
主
体
的
に
使
い
こ
な
し
つ

つ
、
豊
か
な
感
性
と
温
か
い

人
間
性
を
備
え
、
将
来
の
社

会
の
形
成
者
と
し
て
、
他
者

や
地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

問　
生
成
Ａ
Ｉ
は
急
速
に
普

及
し
、
文
章
作
成
・
情
報

検
索
・
要
約
等
が
容
易
に
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
。
一
方
、

人
間
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、

判
断
し
、
責
任
を
負
う
力
が

弱
ま
る
危
険
性
も
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
教
育
が
実
践
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
学
校
教
育
課
長　
当
町

で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
特
性
と

リ
ス
ク
に
留
意
し
つ
つ
、
国

や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏

ま
え
た
「
生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、

各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生

徒
対
象
生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用
ル

ー
ル
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

問　
発
達
段
階
ご
と
の
ミ
ニ

教
材
も
作
成
さ
れ
た
。
ル
ー

ル
や
教
材
に
つ
い
て
、
家
庭

と
の
共
有
や
連
携
は
。

答　
同
課
長　
当
課
で
作
成

し
た
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

も
、
家
庭
と
の
連
携
に
つ
い

て
示
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
、
情
報
共

有
、
連
携
に
努
め
ま
す
。

問　
人
間
な
ら
で
は
の
力
を

高
め
る
こ
と
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
尽
く
す
人
材
輩
出

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
見
解
は
。

答　
教
育
長　
い
か
に
技
術

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
教
育
実
践
は

利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
一般質問
二次元コード

▲　生成 AI を活用する際の事前学習教材
（小学校低学年・中学年向けより一部抜粋）

を
営
む
全
て
の
住
民
に
共
通

す
る
責
任
で
す
。

答　
町
長　
法
令
等
に
基
づ

き
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
と
、

多
文
化
共
生
や
相
互
理
解
は
、

異
な
る
次
元
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
す
。
先
進
自
治
体

の
事
例
も
参
考
に
し
、
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
対
応
し
ま
す
。

問　
当
町
在
住
の
外
国
人
の

過
去
３
年
間
の
人
口
は
。

答　
町
民
課
長　
各
年
４
月

１
日
現
在
の
数
値
で
す
が
、

令
和
８
年
が
970
人
、
令
和
７

年
が
875
人
、
令
和
６
年
が
783

人
で
す
。

問　
外
国
人
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
ご
み
出
し
に
問
題
は

な
い
の
か
。

答　
環
境
課
長　
外
国
人
住

民
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

分
別
誤
り
や
収
集
日
以
外
の

排
出
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

問　
大
字
宮
前
地
内
の
イ
ス

ラ
ム
教
礼
拝
堂
モ
ス
ク
へ
の

対
処
状
況
は
。

答　
建
築
課
長　
当
町
の
条

例
に
よ
り
、
神
社
、
寺
院
、

教
会
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
が
立
地
可
能
な
用

途
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
許
可
申
請
手
続
き
を

行
い
、
適
法
に
使
用
す
る
よ

う
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

問　
多
文
化
に
対
し
、
町
で

は
ど
う
共
生
し
て
い
く
の
か
。

答　
住
民
協
働
課
長　
多
文

化
共
生
の
基
本
は
、
文
化
や

習
慣
の
違
い
を
尊
重
し
つ
つ
、

地
域
の
ル
ー
ル
や
法
令
を
守

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
前

提
で
、
こ
れ
は
当
町
で
生
活

外
国
人
と
の
多
文
化
共
生・共
存
は

重
要
課
題
と
し
て
対
応
し
ま
す
一般質問
二次元コード

久
ひさ

松
まつ

祐
ゆう

樹
き

議員

市
いち

毛
げ

大
だい

助
すけ

議員

▲　課題を解決し、共生・共存の社会へ
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一般質問

売
り
に
募
集
す
る
の
か
。

答　
町
長　
住
民
サ
ー
ビ
ス

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
し
つ

つ
、
働
き
方
改
革
の
一
環
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
短

縮
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

答　
副
町
長　
杉
戸
町
の
魅

力
そ
の
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

問　
宮
代
町
、
幸
手
市
、
白

岡
市
な
ど
で
も
窓
口
業
務
の

時
間
短
縮
が
始
ま
る
。

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
自

治
体
職
員
の
給
料
水
準
を
比

較
す
る
数
字
）
が
低
く
、
庁

舎
も
古
い
我
が
町
に
お
い
て

は
、
職
員
の
待
遇
改
善
を
図

る
た
め
に
も
早
期
に
取
り
組

む
必
要
は
な
い
か
。

答　
総
務
課
長　
来
年
度
の

導
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問　
昨
年
６
月
定
例
会
で
も

同
じ
質
問
を
し
た
が
、
検
討

し
始
め
た
の
は
い
つ
か
。

答　
同
課
長　
本
格
的
に
は

本
年
の
５
月
位
で
す
。

問　
も
っ
と
早
く
対
応
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

他
の
自
治
体
で
の
計
画
か
ら

実
現
ま
で
の
期
間
は
。

答　
同
課
長　
お
お
む
ね
１

年
以
上
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問　
来
年
度
の
い
つ
頃
の
導

入
予
定
な
の
か
。

答　
同
課
長　
具
体
的
な
時

期
を
明
言
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
来
年
度
導
入
を

目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

問　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

県
内
下
か
ら
３
番
目
、
庁
舎

は
古
い
、
窓
口
の
開
庁
時
間

が
長
く
残
業
の
可
能
性
も
高

い
。
人
材
難
な
時
代
に
何
を

処
遇
改
善
へ
窓
口
開
庁
時
間
の
短
縮
を

来
年
度
の
導
入
を
目
指
し
ま
す
一般質問
二次元コード

▲　町民と接点が多い町民課

大
おお

橋
はし

芳
よし

久
ひさ

議員

議会だより編集委員会
委　員　長� 平川　忠良
副 委 員 長� 久松　祐樹
委　　　員� 大橋　芳久
� 宮田　雄一
� 北出　惠造
� 冨澤　義之
� 太田　康之
発行責任者（議長）� 上田　　聡

0 0 1 5 8

杉戸町議会
ホームページ

今号は 04人登場（2024年〜）

町民登場カウンター

９月定例会の初日、各常任委員会の新たな正副委員長・委員が決まりました。
（令和８年８月27日就任）

教育厚生常任委員会 委 員 長　冨 澤 義 之
総務建設常任委員会 副委員長　太 田 康 之
議会だより編集委員会 委　　員　大 橋 芳 久

議 会 構 成
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議会傍聴

　

私
の
子
ど
も
の
頃
の
杉
戸
町
は
、
春
は
旧
杉
戸
小
学
校
（
現
在
の
コ
コ
テ
ィ
す
ぎ
と
）
に
通
う
道
、

古
利
根
川
沿
い
に
桜
が
咲
き
み
だ
れ
、
夏
は
水
の
き
れ
い
な
古
利
根
川
で
み
ん
な
で
川
遊
び
、
夏

祭
り
、
み
こ
し
、
七
夕
祭
り
、
花
火
大
会
な
ど
。
秋
は
稲
刈
り
を
終
え
た
南
側
用
水
路
で
小
魚
取
り
、

冬
は
そ
こ
で
ス
ケ
ー
ト
な
ど
自
然
豊
か
な
町
で
し
た
。
た
い
し
た
災
害
も
無
く
、
生
活
す
る
に
は

静
か
な
町
で
し
た
。
昭
和
に
生
ま
れ
、
小
学
校
の
頃
の
1
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
は
55
人
の
6
・
7
ク

ラ
ス
の
大
人
数
。
町
の
商
店
街
は
活
気
に
溢
れ
、
高
野
の
施せ

餓が

鬼き

の
時
な
ど
、
町
中
の
人
の
楽
し

み
で
し
た
。
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
確
か
に
昔
の
話
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
町
の
状
態
と
比
べ
て

み
て
下
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
と
か
活
気
溢
れ
る
町
に
は
出
来
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か･･･

。

　

さ
て
町
長
選
も
終
わ
り
、
窪
田
裕
之
氏
が
二
期
目
に
再
選
さ
れ
て
、
初
め
て
の
定
例
会
。
初
日

で
あ
る
8
月
27
日
に
傍
聴
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
に
始
ま
り
、
二
階
の
傍
聴
席
に
は
私
の
他
２
人
。

「
会
期
の
決
定
」「
町
長
の
提
出
議
案
の
説
明
」
な
ど
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
9
月
2
日
は
町

議
会
議
員
の
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
を
初
め
と
し
て
、
町
議

会
議
員
の
質
問
に
答
え
る
各
課

長
の
熱
い
答
弁
を
拝
聴
し
、
皆

様
が
杉
戸
町
の
た
め
に
、
こ
れ

だ
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
と
感
銘
し
ま
し
た
。
私
達

の
税
金
が
こ
れ
か
ら
も
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
、
子
ど
も
達
、
孫

達
に
「
杉
戸
町
に
住
ん
で
良
か

っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、

生
き
た
お
金
に
な
る
よ
う
に
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

町
の
皆
様
、
是
非
、
町
議
会
を

傍
聴
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
杉

戸
町
の
発
展
の
た
め
に
！

　

最
初
は
敷
居
が
高

く
、
足
を
運
び
に
く

い
と
感
じ
て
い
た
議

場
で
し
た
が
、
実
際

に
傍
聴
し
て
み
る

と
、
議
員
が
一
生
懸

命
に
町
の
運
営
を
考

え
て
い
て
、
そ
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
時
間
の
あ
る
と

き
は
「
と
に
か
く
議

会
に
行
こ
う
」「
時

間
を
つ
く
っ
て
議
会

を
傍
聴
し
た
い
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
長
選

の
投
票
率
は
30
％
台

と
な
り
、「
関
心
が

向
か
な
い
」「
誰
に
投
票
し
て
も
同
じ
」
と
い
っ
た
、
政
治
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
な
空
気
も
あ
り

ま
す
。
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
単

に
投
票
を
呼
び
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
町
を
ど
う
し
た
い
の
か
」
と
い
う
思
い
を
、

選
挙
と
い
う
手
段
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
主
権
者
教
育
や
啓
発
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
現
在
の
議
会
は
平
日
の
日
中
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、
若
い
世
代
や
勤
労
者
に
と
っ
て
傍
聴

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
映
像
配
信
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

視
聴
者
数
と
予
算
の
バ
ラ
ン
ス
を
含
め
た
費
用
対
効
果
の
検
証
や
、
原
稿
を
読
み
上
げ
る
だ
け
に

な
り
が
ち
な
議
会
運
営
の
あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
よ
り
町
民
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
た
め
の
工

夫
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
議
会
や
町
政
に
目
を
向
け
、
地
域
全
体
で
町
の
未
来
を
考
え
て
い
く
た

め
に
も
、
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加か

藤と

う

昌ま

さ

志し

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
清
地
在
住
）

小こ

山や

ま

恵け

い

子こ

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
清
地
在
住
）

議

会

を

傍

聴

し

て

▲　流灯祭の準備　加藤さん手書きの鷲

▲　思いを本音で語ってくれました。



編 集 後 記

お 詫 び

　 決 算 審 査 は 、 使

わ れ た お ⾦ を 確 認

す る だ け で な く 、

事 業 の 成 果 や 課 題

を 確 か め 、 次 の

予 算 や 町 の 運 営 に

⽣ か す ⼤ 切 な 機 会

で す 。 4 ⽇ 間 の 決

算 委 員 会 で は 、 数

字 の 背 景 や 事 業 の

今 後 を 質 疑 し 、 将

来 負 担 へ の 備 え と 、

町 の 活 ⼒ や 安 全 に

つ な が る 投 資 の 必

要 性 を 多 く の 議 員

が 訴 え ま し た 。 審

査 で ⾒ え た 課 題 が

次 の 予 算 に ど う 反

映 さ れ る か 、 引 き

続 き ⾒ て い き ま す 。

　 ま た 、 杉 戸 町

に 「 ど う で し ょ う

キ ャ ラ バ ン 」 が ８

年 ぶ り に や っ て き

ま し た 。 遠 ⽅ か ら

も 多 く の 藩 ⼠ に お

越 し い た だ き 、 会

場 は 笑 顔 と 熱 気 に

包 ま れ ま し た 。 出

演 者 、 ス タ ッ フ 、

ボ ラ ン テ ィ ア の 皆

さ ん に 感 謝 し ま す 。

� （ 宮 田 雄 一 ）

�行
政
っ
て
、
ど
う
し
て
も
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
と
総
花
的
に
な
る
の
よ
。
�

�
で
も
、
そ
れ
で
は
結
局
、
ど
こ
の
町
も
似
た
よ
う
な
こ
と
を
や
る
よ
う
に
な
る
。

結
局
、
同
じ
土
俵
で
戦
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
他
と
。

そ
う
。
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
。
だ
か
ら
、
特
化
す
る
の
よ
。

�杉
戸
だ
っ
た
ら
、
す
ご
く
お
い
し
い
店
と
か
、
面
白
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
企
業
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
が
二
つ
、
三
つ
あ
れ
ば
い
い
。
HT
Bだ
っ
て
、「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

と
い
う
一
つ
の
番
組
が
い
ろ
い
ろ
変
え
た
わ
け
で
す
よ
。

�「
俺
は
こ
い
つ
に
賭
け
た
い
」
っ
て
い
う
も
の
を
育
て
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
の
町
の
特
色
に

な
る
。

藤
村
D

藤
村
D

藤
村
D

藤
村
D

宮
田
議
員

行
政
と
か
っ
て
補
助
金
つ
け
た
り
と
か
何
で
も
応
援
す
れ
ば
い
い
っ
て
こ
と
で
も
な
く
て
。
見
逃

し
て
や
る
っ
て
い
う
か
攻
撃
し
な
い
っ
て
い
う
か
。

邪
魔
し
な
い
。

そ
う
そ
う
邪
魔
し
な
い
。
邪
魔
し
な
い
だ
け
で
そ
う
い
う
や
つ
っ
て
育
つ
か
ら
。

だ
か
ら
、
応
援
し
な
く
て
も
い
い
。
目
を
瞑つ
む

る
。
そ
の
⾏
為
が
す
ご
く
重
要
な
ん
で
す
。

「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
は
、
北
海
道
テ
レ
ビ
放

送
（
HT
B）
が
制
作
す
る
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
。
そ
の
藤
村
・
嬉
野
両
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
全

国
各
地
を
巡
り
、
フ
ァ
ン
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
す
。

８
年
ぶ
り
の
杉
戸
町
開
催
に
は
、
町
外
・
県
外
か

ら
多
く
の
藩
士
（
フ
ァ
ン
）
が
来
場
。
ふ
る
さ
と

納
税
チ
ー
ム
も
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

藤
村
D

藤
村
D

藤
村
D

宮
田
議
員

８
年
ぶ
り
に
杉
戸
町
で
開
催
さ
れ
た
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
」。
北
海
道

の
ロ
ー
カ
ル
TV
局
が
生
ん
だ
大
ヒ
ッ
ト
番
組
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
名
物
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
藤
村
忠
寿
氏
に
小
さ
な
町
が
臨
む
地
域
の
特
色
づ
く
り
や
⾏
政
の
役
割

に
つ
い
て
お
は
な
し
を
伺
い
ま
し
た
。

18
こ

ん
に

ち
は
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戸

議
会

で
す
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　 前 号 （ 132 号 ） 、

Ｐ 16 「 町 の 歴 史 の

証 人 」 の 記 事 中 、

お 名 前 （ ふ り が な ）

に 誤 り が あ り ま し

た 。
　 訂 正 し て 、 お 詫

び 申 し 上 げ ま す 。

誤
う ち や ま の ぶ よ

正
う ち や ま の り よ


